
みんなでつくる
地域の「わ」

～ 新たな担い手を求めて～
新年懇親会（山田東校区）／福祉委員会のメンバーがリーダーとなり、みんなで体操。
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枚
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
元
年
度 

事
業
計
画
・
予
算

重

点

項

目

「
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
か
ら

「
第
６
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
へ

＊ 「
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
は
今
年
度
で
５
年
目
と

な
り
、
取
り
組
み
ご
と
の
成
果
や
課
題
を
整
理
し
、
次
期

計
画
で
あ
る
「
第
６
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

地
域
支
援
活
動
の
強
化

＊ 

地
域
で
の
課
題
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
見
守
り
・
訪
問
等

の
援
助
活
動
を
一
段
と
進
め
る
た
め
、
地
域
の
活
動
者
や

福
祉
施
設
･
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
地
域
支
援
活
動

や
相
談
支
援
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

＊ 

地
域
で
の
新
た
な
福
祉
活
動
の
担
い
手
を
募
り
、
市
民
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま

す
。災

害
時
へ
の
対
応
強
化

＊ 

大
阪
府
北
部
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
や
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
小
･
中
･
大
規
模
災

害
を
問
わ
ず
、災
害
対
応
へ
の
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

内
部
統
制
の
充
実

＊ 

事
業
の
適
正
な
評
価
と
財
務
の
健
全
･
透
明
性
を
深
め
る

た
め
、
外
部
監
査
の
導
入
を
進
め
、
内
部
統
制
を
充
実
し

ま
す
。

　
枚
方
市
社
協
で
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
参
加
に

よ
り
、
市
内
の
福
祉
活
動
を
進

め
て
い
く
た
め
に
会
員
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ

た
会
費
は
、
子
育
て
・
高
齢
者

サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動

の
主
な
資
金
と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
こ

の
趣
旨
へ
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

会
員
加
入
と
地
域
福
祉
の
推
進

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会員の種類 会費・協力金の額

住 民 会 員 年額　1 口 500円

特別住民会員 入会時のみ 20,000円

法人賛助会員 年額　1 口 10,000円

福祉協力金 500円未満

会
員
制
度
っ
て
何
？

会
員
に
な
っ
た
ら

何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
地
域
の

福
祉
活
動
へ
の
協
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
か
ら
何
か
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ

Q皆
さ
ま
か
ら
の

 

よ
く
あ
る
ご
質
問

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
会
費
で
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
住
民

相
互
の
支
え
合
い
の

制
度
で
す
。

平成30年度 会費
総額 19,070,118円

hirakataーshakyo

ボランティアの
活動推進費用
804,832円

事務経費 911,562円
校区福祉委員会
活動への助成 
9,141,849円

校区福祉委員会協議会
の運営 384,090円

※424,275円は次年度に繰越

ひらかた社協だよりの
印刷配布費用
7,185,782円

社協リーフレット
の作成費用
142,560円

ホームページの
運営費用 75,168円

ひらかた社協だよりの

募集期間

7月1日～
7月31日
（推進月間）

地
域
福
祉
の
た
め
の

 

最
も
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

令
和
元
年
度 

住
民
会
員
募
集

　
枚
方
市
社
協
で
は
、
住
民
一

加入への

　 ご協力を

お願い　

　します！

ひらかた社協だより 第144号 2



 問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

＊ 

そ
の
他
、
情
報
提
供
の
強
化
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
、
共
同
生
活
援
助
事
業
の
体
制
整
備
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

 問い合わせ 総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

詳しくは、枚方市社協ホームページに掲載しています。
http://www.hirakata-shakyo.net/main/jigyou-kessan.html

10億5,657万9,000円収支合計

　
小
学
校
区
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
住
民
主
体
の
組

織
が
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」､

子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、

要
援
護
者
を
対
象
と
し
た
「
個
別
援
助
活
動
」
な

ど
「
誰
も
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
一
部
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
実
施
、

相
談
者
へ
の
情

報
提
供
の
た
め

に
活
用
し
ま

す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
情
報
を
掲
載
し
た
社
協
だ
よ

り
の
発
刊
。
社
協
の
活
動
を
詳
し
く
紹
介
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信

さ
れ
る
福
祉
情
報
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
な
ど
福
祉
に
関
す
る
情
報
や
相
談
の
案
内
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
住
民
同
士
が
地
域
と
か

か
わ
り
、
孤
立
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

会
費
の
使
い
道
を
詳
し
く

知
り
た
い
。
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校
区
福
祉
委
員
会
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推

進

事

業

広
報
紙
等
の
発
行

▲ボランティアによるおもちゃ作り講座

▼  

いきいき
サロン

子育てサロン▶ 

収入
（千円）

支出
（千円）

総合福祉会館
運営事業 179,189

法人
運営事業
141,289

地域福祉
推進事業
126,963

ボランティア活動
事業 14,212

障害児・者
福祉事業
405,660

高齢者
福祉事業
143,769

子育て支援事業
8,171

セーフティーネット
事業37,326

受託金
389,173

補助金130,472
介護保険・障害福祉
サービス等事業 418,770

会費・寄附金 20,388

利息・その他 12,325

基金・積立資産等取崩 13,154

退職手当積立金
預け金取崩 54,747

事業・負担金 15,259

長期預かり金差入
保証金返却収入 2,000

前期未支払い
資金残高 291
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山
田
東
校
区
福
祉
委
員
会
（
藤
原
新

一
郎
会
長
）
で
は
、
年
間
通
じ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
校
区
福
祉
委
員
会
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

高
齢
化
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
今
年

か
ら
若
い
人
の
声
を
生
か
し
た
活
動
を

広
げ
る
た
め
、
企
画
委
員
会
と
広
報
委

員
会
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

◆ 

仕
事
を
し
て
い
て
も
、
地
域
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
仕
組
み

　
「
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
校
区
の

活
動
は
で
き
な
い
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
、
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、
周

り
の
メ
ン
バ
ー
と
助
け
あ
い
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
情
報
は
メ
ー
ル
な
ど

を
活
用
し
て
報
告
し
、
全
員
が
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。

◆ 

若
い
声
を
生
か
す

　
昨
年
は
、
福
祉
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
作
る
際
に
色
柄
な
ど
を

決
め
て
も
ら
う
な
ど
、
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
、
若
い
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、
み

ん
な
で
関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
は
、
爽
や
か
な

グ
リ
ー
ン
を
選
び
、
評
判
も
上
々
で
し

た
。

　
香
陽
校
区
福
祉
委
員
会
（
貞
利
富
士

美
会
長
）
は
、
地
域
住
民
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
各
自
治
会
な
ど
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
や
す
く
す
る
た
め
、
顔

の
見
え
る
関
係
を
意
識
し
て
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
課
題
が
ど
れ
ほ
ど

あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
希
望
し

て
い
る
の
か
な
ど
を
知
る
こ
と
で
、
今

後
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
考
え
、
60

歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
行
事
な

ど
へ
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
一
方
、

「
近
く
で
体
力
・
健
康
づ
く
り
が
で
き

る
場
所
」
を
求
め
る
声
や
「
仕
事
や
趣

味
で
得
た
知
識
や
経
験
を
地
域
で
生
か

し
た
い
」、「
地
域
の
担
い
手
に
興
味
が

あ
る
」と
の
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
声
を
実
現
し
た

取
り
組
み

　
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
65
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
「
元
気
づ
く
り
教

室
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
評
判
も
良

く
、
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
も
続
け
た

い
」
と
の
声
が
上
が
り
、
自
主
運
営
で

教
室
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

46
名
の
希
望
が
あ
り
、
交
流
会
を
通
し

て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
を
検
討
し
た
結
果
、
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
へ
の
お
手
伝
い
は

「
お
た
す
け
メ
イ
ト
」、
趣
味
や
経
験
を

い
か
し
た
い
人
は
「
元
気
づ
く
り
メ
イ

ト
」
に
登
録
し
、
今
年
度
か
ら
『
地
域

支
え
合
い
活
動
』
と
し
て
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
貞
利
会
長
は
「
ま
だ
ま
だ
手
探
り
で

す
が
、
お
互
い
様
の
精
神
で
明
る
く
元

気
な
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

困
っ
た
時
は
お
互
い
様
！

『
地
域
支
え
合
い
活
動
』ス
タ
ー
ト

香陽
校区

地
域
の
み
ん
な
が
、

つ
な
が
る
し
く
み
づ
く
り

山田東
校区

校区の活動について楽しく話してくれました

担
い
手
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
◆
校
区
福
祉
委
員
会
か
ら
の
声
◆

　
「
大
人
、
子
ど
も
が
垣
根
な
く
ふ

れ
あ
え
る
校
区
に
な
り
た
い
」

　
「
い
い
意
味
で
お
せ
っ
か
い
の
た

く
さ
ん
で
き
る
校
区
に
な
り
た
い
」

　
「
隣
近
所
の
人
に
声
を
か
け
や
す

い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

　
◆
藤
原
会
長
の
声
◆

　
「
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
校
区
を
目
指
し
、
更
に
若
い
世

代
に
も
一
緒
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
き
た

い
」

ひらかた社協だより 第144号 4

地域の
福祉 小地域（枚方市では小学校区）単位で、支援を必要とする人に

近隣住民が関係機関と連携して見守り・支援を行っています。

校区福祉委員会 ～小地域ネットワーク活動～

地域福祉課  地域福祉推進グループ
TEL 807‒3448　FAX 841‒0182

問い合わせ
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令和元年度　校区担当者マップ

東　部
津田駅前区集会所
（ティールームひばり）

毎月第1（木） 午前10時～12時
 ※1・5月は第2（木）

枚方市総合福祉センター 毎月第2（火） 午前10時～12時
菅原東自治会集会所
（ぶらっとホーム） 毎月第3（木） 午前10時～12時

尊延寺公民館（ほっと館ひむろ） 毎月第4（金） 午前10時～12時

南　部
香里会館（いきいきサロン） 毎月５日 午後１時～３時
東香里元町会館（Vタイム） 毎月第1（木） 午前10時～12時
山之上公民館（子育てサロン） 毎月第1（金） 午前10時～11時30分頃
桜丘北福祉会館（ふれあい喫茶）毎月第2（火） 午前10時～12時
香里ヶ丘さくらぎ街集会所
（さくらぎサロン） 毎月第3（水） 午前10時～12時

蹉跎東コミュニティカフェ 開催日等は社協へお問い合わせください

中　部
中宮地区自治会館
（いこいの広場）

毎月第1（月） 午後１時～３時
 ※1・8・9月は除く

枚二みつば（ゲーム）開催時 毎月第1（金） 午後１時～４時
ラポールひらかた
（福祉団体連絡会さわやかカフェ）毎月第2（火） 午後１時30分～３時

渚西集会所（ぷらっと） 毎月第2（水） 午後１時～３時
山田会館（木曜サロン） 毎月第4（木） 午前11時～12時

北　部
楠葉朝日美咲自治会集会所
（あさみ集会所・あさみカフェ） 毎月第2（金） 午前10時～12時

じゅんさん家（町楠葉2‒23‒5） 毎月第2(金) 午後２時～４時
楠葉生涯学習市民センター
（くずはサロン） 毎月第3（火） 正午12時～午後１時

楠葉並木自治会集会所
（並木サロン・カフェ） 毎月第4（火） 午前10時～12時

北船橋町集会所（喫茶つどい） 毎月第4（土） 午前11時～午後１時

CSW（地域福祉相談員）出張相談会の一覧

担当エリア

樟葉北・樟　葉・樟葉南
船　橋・樟葉西・牧　野
西牧野・招　提・平　野
殿　二

北エリア（10校区）

担当：前
まえ

田
だ

担当エリア

長　尾・西長尾
菅　原・菅原東
田口山・藤　阪
津　田・津田南
氷　室

東エリア（９校区）

担当：濱
はま

道
みち

担当エリア

小　倉・殿　一
交　北・山　田
山田東

北・中エリア（５校区）

担当：谷
たに

口
ぐち

担当エリア

桜丘北・桜　丘
山之上・川　越
五　常・開　成
香　里・香　陽
春　日・東香里

南エリア（10校区）

担当：小
こ

杉
すぎ

担当エリア

磯　島・高　陵・中宮北・中　宮
明　倫・枚　方・枚　二・伊加賀
蹉跎東・蹉　跎・蹉跎西

中・南エリア（11校区）

担当：寺
てら

田
だ

　「子育てと介護を一緒にしないといけなくなった」「ひとり暮らしになり今後の
生活が不安」「地域の行事を知りたい」などのお困りごとはありませんか。
　CSWは暮らしの中での福祉に関する困りごとを一緒に考える地域福祉相談員
です。まずは気軽にご相談ください。

CSWから
ひとこと
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いきいきネット相談支援センター

コミュニティソーシャルワーカー

問
い
合
わ
せ

枚方市社会福祉協議会 TEL 807-3448
地域福祉課 FAX 841-0182

枚方人権まちづくり協会 TEL 844-8866
 FAX 844‒8799

地域の福祉お助けマン!気軽に
ご相談を



ボランティア活動助成
対　象 市内を活動拠点とする福祉ボランティア活動
  （常時５人以上が活動し、年間10回以上活動して

いること）
助成額 １団体　30,000円以内

福祉活動団体助成
対　象  市内で草の根的な活動に取

り組む社会福祉団体
助成額 １団体　30,000円以内

障害者差別解消対策助成
市内の店舗などで、障害のある人が利用しやすいようにス
ロープの設置などの段差解消や車いすでも利用しやすい
テーブルの設置などの取り組みに対して助成。
助成額 １店舗１回限り
 上限100,000円（自己負担15％以上の要支出）

地域の居場所づくり支援助成
１年以上の活動実績があり、市内で日常生活にさまざまな
課題を抱えた人や世帯などに対し、地域の居場所づくりを
行う団体で、枚方市社協の担当者、地域の団体等と必ず相
談・連携しながら運営することができる団体。
助成額 上限100,000円（先着順）

助成金情報 赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の配分金を活用し、市内で活動する
ボランティア団体・社会福祉団体、障害者差別解消対策・地域の居場所づく
り支援に取り組む団体に助成します。

受付期間 ６月３日（月）～６月27日（木）まで（必着）
申請書類  所定の申請書（ホームページよりダウンロードできます）、前年度活動報告書・決算報

告書（書式自由）、当年度活動計画書・予算書（書式自由）
 ※他の助成金との併用はできません。各助成には審査があります。

受付期間 ６月３日（月）～７月26日（金）まで（必着）
申請書類 申請書、予算書、団体概要などについては要相談
 （※ホームページよりダウンロードできます）
 ※各助成金の申請には審査がありますので、必ずご相談ください。

問い合わせ
総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897
窓口時間：平日（月～金）　午前９時～午後５時30分　※土日祝は、休み
ホームページアドレス：http://www.hirakata-shakyo.net/

♥こんな活動に助成しました♥
◆ 校区内の高齢者・障害のある人への送
迎事業

◆ 校区住民による認知症に対する啓発や
見守りのネットワークづくり活動

◆ 商店街が各種団体と連携し、子どもか
ら高齢者や引きこもりの人などを対象
とした支援活動

 ……など　

公募事業助成基金（市民ふくし活動チャレンジ基金）の案内
市内で新たに始めようとするふくし活動を応援します！
枚方市社協では、「令和２年度（2020年度）の公募事業助成
基金」の申請を検討している団体の相談を受け付けています。

●スタート助成（最大１年間／50万円）
●ステップアップ助成
　　　　　　　 （最大３年間／30万円）

※ この助成には、審査があります

hirakataーshakyo

まずは、

ご相談

ください。

相談から申請まで、
 担当者がサポート !

hirakataーshakyo

hirakataーshakyo
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ひらちゃん ぼらちゃん

第29回 ふれあいスポーツ交流会
スポーツを通して、多くの人たちと交流しませんか。
日　時 ７月６日（土） 午前10時～午後３時（雨天決行）
場　所 枚方市立総合体育館
対　象  市内在住・在職の

15歳以上で障害の
ある人

競技種目  個人種目： 
お玉のせ競走・ 
クッキー食い競走・
短距離走

  ペア種目： 
デカパン競走・二人三脚・電車でゴー

 団体種目：玉入れ
参加費 300円（参加賞・保険代等）
主　催  ふれあいスポーツ交流会実行委員会
 枚方市・枚方市社会福祉協議会
申　込 下記電話かFAXにて申込
 ※手話通訳等必要な人はご連絡ください。
締　切 ６月７日（金）

運営ボランティアも募集しています

第40回 枚方ふれあいフェスティバル
～障害者と健常者の交流の場～

日　時 ６月２日（日） 午前10時～午後３時
場　所 ニッペパーク岡東中央・市民会館一帯
主　催 枚方ふれあいフェスティバル実行委員会
 枚方市社会福祉協議会
内　容 ニッペパーク岡東中央
 模擬店：焼きそば、ヨーヨーつり、バザーなど
 子ども広場：子ども遊びがいっぱい、紙すき体験
 市民会館
 •人形劇団「やなぎ」による人形劇
 •ふれあいクッキー教室（おれんじはうす）
 野外ステージ： 書道パフォーマンス 

コーラス、ダンスなど運

誰もが参加できるプログラムになっています。福祉施
設や保育所での活動、夏祭り等の行事のお手伝い、ボ
ランティアグループでの活動もあります。ぜひ、この
機会にボランティア活動を通じてたくさんの人と出会
い、自分の世界を広げてみませんか。
実施期間 ７月１日（月）～９月30日（月）
申込方法  プログラムを見て活動先を決め「申込書」に

記入の上、返信用封筒（82円切手添付）を
添えてボランティアセンターまで持参して
ください。（窓口：月～金　午前９時～午
後５時30分まで）

 ※ プログラムは６月中旬にボランティアセ
ンターホームページに掲載予定です。

問い合わせ　 枚方市社協　地域支援センター ゆい
 TEL 808‒2422　FAX 808‒2423

問い合わせ・申込先　  枚方市ボランティアセンター　TEL 841-0181　FAX 841-0182
　〒573‒1191　枚方市新町2-1-35　ラポールひらかた内

ボランティアセンターからのお知らせ

ボランティア体験プログラム 手作りおもちゃ講習会
この夏、ちょいボラ体験してみませんか？ くまのパペットを手作りしよう

問い合わせ 
枚方ふれあいフェスティバル実行委員会
FAX 898-1368　E-mail：hirakatafureai@gmail.com
枚方市社会福祉協議会 TEL 844‒2443 FAX 845‒1897

毎年恒例の牧野おもちゃライブラリーによる手作りお
もちゃ講習会。今回はふわふわのボア生地を使ったか
わいいくまのパペットを作ります。
日　　時 ８月１日（木） 午前10時～12時
場　　所 ラポールひらかた４階大研修室
費　　用 800円
持 ち 物 裁縫道具・筆記用具等
募集人数  35名（保育あり：20名）
申込方法  往復はがきに住所・氏名・

年齢（保育を希望される
方はお子様の氏名・年齢）を記
入の上、下記まで。手話通訳希
望の場合はその旨を明記

応募期間 ７月１日（月）～25日（木）

毎年８月に実施している夏休み児童映画大会は９月22日
（日）（会場：メセナ枚方）に延期になりました。詳細は次
号（９月号）にてお知らせします。

枚方市民生委員児童委員協議会 主催
夏休み児童映画大会延期のお知らせ
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情報掲示板枚方市社会福祉
協議会からの



問い合わせ　 在宅福祉課　TEL 841-6427　FAX 841-6429

ホームヘルパー募集!!

hirakataーshakyo

次号
（９月号）
案内

● 公募事業助成基金（市民ふくし活動チャレンジ基金）の案内
●児童映画大会の案内
●ひらかた社協ふくしフェスティバルの案内 など

問い合わせ 枚方市赤十字奉仕団事務局
 
 TEL 807‒3017　FAX 845‒1897

平成30年度 赤十字増強運動の実績 15,913,836円

あなたの善意を赤十字に！
赤十字活動資金にご協力、お願いします。

日本赤十字社では、国内はもとより全世界の平和と福祉増進の
ため、人道を旗印に各種事業を実施しています。
今年度も５～６月を赤十字運動月間として、地域の皆さまの協
力のもと、赤十字運動を行っています。皆さまのご協力をお願
いします。

集められた活動資金は、災害救護活動や献血推進など社会福祉
の増進に大きな役割を果たしています。

問い合わせ  総務課
TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

善意銀行・基金への
ご協力、ありがとうございました。
（2019年2月4日～ 2019年4月25日現在）

こころと心の橋わたし

●地域福祉推進基金
匿名 2,909円
生きがい創造学園OB会
学園祭参加者一同 20,745円
パナソニック松愛会
枚方北支部 59,868円
●ボランティア・災害救援活動基金
夢工房　彩 20,000円

パナソニック松愛会
枚方北支部

経験がなくても大丈夫です。ベテランのヘルパーがしっかりと
サポートしますので安心してください。
●応募資格  ホームヘルパー２級課程以上修了者、基礎研修・

介護職員初任者研修課程修了者、介護福祉士等
 ※バイクを持ち込みできる方
●業務内容 身体介護、家事援助、重度訪問介護など

●勤務時間  午前６時45分～午後10時（その間で利用者の希
望する時間に直行直帰で訪問）

●時　　給 家事援助：1,250円～1,563円
 身体介護：1,920円～2,400円
 ※時間帯により時給金額が異なります
●他 手 当 移動費、事務手当
 ※処遇改善交付金による一時金あり
●待　　遇 労働災害保険、その他

　訪問の際には利用者とのコミュニ
ケーションを大切にし、相手に寄り添
うことを心がけています。私自身悩む
場面もありますが、「来るのを待って
た。ありがとう」の言葉が励みになり
ます。これからも利用者が住み慣れた
自宅で暮らせるよう支援していきたい
と思います。

▲ 利用者と一緒に料理を行い、
料理の技術が身につくよう
支援しています

▲ 車いすからベッドへの移乗
を支援しています

ホームヘルパーになっ
て

ホームヘルパーの役割

　 ームヘルパーは障害のある人や介護が必要な高齢者
が地域で『自分らしく』安心して生活を送ることが

できるように、利用者の自宅に訪問して身体介護（入浴・
排泄・体位変換）・家事援助（調理・洗濯・掃除・買い物）
などのサービスを行います。相談・助言援助を行うほか、
利用者と他の関係機関をつなぐ役割もあります。

どんなことしてるの？
ホーム

ヘルパーって

（枚方市社会福祉協議会　地域福祉課）

ホ

枚
福本 優紀

社協のホームヘルプ事業

　 方市社協在宅福祉課では、障害のある人を中心に現
在47名（男性23名、女性24名）のホームヘルパー

が、約100名の利用者に支援を行っています。また、利用
者本位の理念を常に意識しながら、相手に寄り添った支援
を心掛けています。
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